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第
七
条
中
「
附
則
第
十
一
条
」
を
「
附
則
第
十
三
条
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
第
三
項
中
「
前
項
」
を
「
前
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の

一
項
を
加
え
る
。

３

機
構
は
、
当
分
の
間
、
機
構
法
第
十
三
条
及
び
前
二
項
に
規
定
す
る
業
務
の
ほ
か
、
独
立
行
政
法
人
日
本
高
速

道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
に
対
し
、
本
州
と
四
国
を
連
絡
す
る
鉄
道
施
設
で
あ
っ
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る

も
の
の
改
修
に
必
要
な
資
金
に
充
て
る
た
め
の
資
金
の
交
付
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
一
条
第
一
項
中「（
以
下
「
特
例
業
務
」
と
い
う
。）」
を
削
り
、「
特
例
業
務
と
」
を「
当
該
業
務
と
」に
、「
特

例
業
務
の
」
を
「
当
該
業
務
の
」
に
改
め
る
。

第
二
十
六
条
中
「
特
例
業
務
」
を
「
第
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
業
務
」
に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
の
見
出
し
を「（
特
例
業
務
勘
定
等
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
特
例
業
務
に
」
を
「
第
十
三
条
第

一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
に
規
定
す
る
業
務
（
以
下
「
特
例
業
務
」
と
い
う
。）に
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加

え
る
。

４

機
構
は
、
機
構
法
第
十
七
条
第
一
項
及
び
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
旧
事
業
団
法
附
則
第
九
条
第
二
項

第
一
号
に
規
定
す
る
鉄
道
施
設
の
改
修
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
た
め
、
国
土
交
通
大
臣
の
承
認
を
受
け
た
金
額

を
特
例
業
務
勘
定
か
ら
建
設
勘
定
（
機
構
法
第
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
建
設
勘
定
を
い
う
。
附
則
第
八
条
に

お
い
て
同
じ
。）に
繰
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
八
条
第
一
項
中
「
及
び
第
二
項
」
を
「
か
ら
第
三
項
ま
で
」
に
、「
第
十
三
条
第
三
項
」
を
「
第
十
三
条
第

四
項
」
に
、「
第
十
三
条
並
び
に
」
を
「
第
十
三
条
及
び
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

（
機
構
の
行
う
利
子
補
給
金
の
支
給
の
業
務
）

第
六
条

機
構
は
、
機
構
法
第
十
三
条
に
規
定
す
る
業
務
並
び
に
特
例
業
務
並
び
に
附
則
第
四
条
第
一
項
及
び
前
条

第
一
項
に
規
定
す
る
業
務
の
ほ
か
、
国
土
交
通
大
臣
が
指
定
す
る
金
融
機
関
が
行
う
会
社
の
経
営
基
盤
の
強
化
に

必
要
な
資
金
の
貸
付
け
（
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
締
結
し
た
契
約
に

基
づ
く
も
の
に
限
る
。）に
つ
い
て
、
当
該
金
融
機
関
に
対
し
、
利
子
補
給
金
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

機
構
は
、
前
項
に
規
定
す
る
業
務
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
国
土
交
通
大
臣
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

３

第
一
項
に
規
定
す
る
業
務
に
関
す
る
経
理
は
、
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
特
例
業
務
勘
定

に
お
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

４

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
財
務
大
臣
に
協
議
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

５

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
業
務
が
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、
機
構
法
第
十
九
条
第
一
項
第
一
号
中

「
業
務
」
と
あ
る
の
は
「
業
務
並
び
に
日
本
国
有
鉄
道
清
算
事
業
団
の
債
務
等
の
処
理
に
関
す
る
法
律（
以
下「
債

務
等
処
理
法
」
と
い
う
。）附
則
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
業
務
」
と
、
機
構
法
第
三
十
一
条
第
一
号
中
「
こ
の

法
律
」
と
あ
る
の
は
「
こ
の
法
律
又
は
債
務
等
処
理
法
」
と
、
同
条
第
二
号
中
「
第
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第

十
三
条
及
び
債
務
等
処
理
法
附
則
第
六
条
第
一
項
」
と
す
る
。

（
機
構
の
行
う
会
社
の
土
地
の
取
得
等
の
業
務
）

第
七
条

機
構
は
、
機
構
法
第
十
三
条
に
規
定
す
る
業
務
並
び
に
特
例
業
務
並
び
に
附
則
第
四
条
第
一
項
及
び
第
五

条
第
一
項
並
び
に
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
業
務
の
ほ
か
、
次
の
業
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

一

令
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
会
社
の
所
有
す
る
土
地
の
う
ち
日
本
国
有
鉄
道
改
革
法
第
二
十
二

条
の
規
定
に
よ
り
承
継
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
当
該
会
社
の
事
業
の
用
に
供
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
取
得
を

行
う
こ
と
。

二

当
分
の
間
、
前
号
の
規
定
に
よ
り
取
得
し
た
土
地
の
処
分
を
行
う
こ
と
。

三

当
分
の
間
、
前
号
の
業
務
を
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
同
号
の
土
地
に
係
る
宅
地
の
造
成
及
び
こ
れ
に
関
連

す
る
施
設
の
整
備
並
び
に
当
該
宅
地
及
び
施
設
の
管
理
及
び
譲
渡
を
行
う
こ
と
。

２

機
構
は
、
前
項
第
一
号
の
業
務
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
国
土
交
通
大
臣
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

３

第
一
項
に
規
定
す
る
業
務
に
関
す
る
経
理
は
、
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
特
例
業
務
勘
定

に
お
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

３

前
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
繰
入
れ
が
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、
機
構
法
第
二
十
五
条
第
二
号
中「
又
は
第
二
項
」

と
あ
る
の
は
「
若
し
く
は
第
二
項
又
は
日
本
国
有
鉄
道
清
算
事
業
団
の
債
務
等
の
処
理
に
関
す
る
法
律（
以
下「
債

務
等
処
理
法
」
と
い
う
。）第
二
十
七
条
第
四
項
」
と
、
機
構
法
第
三
十
一
条
第
一
号
中
「
こ
の
法
律
」
と
あ
る
の

は
「
こ
の
法
律
又
は
債
務
等
処
理
法
」
と
す
る
。

附
則
第
四
条
第
一
項
中
「
並
び
に
第
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
業
務
」
を
「
及
び
特
例
業
務
」
に

改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
北
海
道
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
及
び
四
国
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
の
」
を
「
旅
客
会
社
（
旅
客

鉄
道
株
式
会
社
及
び
日
本
貨
物
鉄
道
株
式
会
社
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
一
条
第
一

項
に
規
定
す
る
旅
客
会
社
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
」
に
、「
北
海
道
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
及
び
四
国
旅
客
鉄
道
株
式

会
社
が
」
を
「
当
該
旅
客
会
社
が
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
北
海
道
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
及
び
四
国
旅
客
鉄
道

株
式
会
社
」
を
「
旅
客
会
社
」
に
改
め
る
。

附
則
第
五
条
の
見
出
し
を「（
機
構
の
行
う
会
社
等
へ
の
助
成
金
の
交
付
等
の
業
務
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
を
次

の
よ
う
に
改
め
る
。

機
構
は
、
令
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
機
構
法
第
十
三
条
に
規
定
す
る
業
務
並
び
に
特
例
業
務
及

び
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
業
務
の
ほ
か
、
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
及
び
日
本
貨
物
鉄
道
株
式
会
社
に
関
す
る
法
律

第
一
条
第
三
項
に
規
定
す
る
会
社
（
以
下
「
会
社
」
と
い
う
。）の
経
営
基
盤
の
強
化
を
図
る
た
め
、
次
の
業
務
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
。

一

会
社
及
び
鉄
道
施
設
等
（
鉄
道
事
業
法
（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
九
十
二
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る

鉄
道
事
業
の
用
に
供
す
る
施
設
、
設
備
又
は
車
両
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）を
旅
客
会
社
に
貸

し
付
け
る
者
に
対
し
、
老
朽
化
し
た
鉄
道
施
設
等
の
更
新
そ
の
他
の
鉄
道
施
設
等
の
整
備
に
必
要
な
資
金
に
充

て
る
た
め
の
助
成
金
の
交
付
を
行
う
こ
と
。

二

会
社
に
対
し
、
当
該
会
社
の
生
産
性
の
向
上
に
資
す
る
施
設
等
（
施
設
、
設
備
、
機
器
、
装
置
又
は
プ
ロ
グ

ラ
ム
（
情
報
処
理
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
九
十
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
い
う
。）を
い
う
。）の
整
備
（
こ
れ
に
関
す
る
調
査
を
含
む
。）及
び
管
理
に
必
要
な
資
金
を
出
資
す

る
こ
と
。

三

会
社
に
対
し
、
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
貸
付
金
又
は
日
本
国
有
鉄
道
清
算
事
業
団
の
債
務
等
の
処

理
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
十
七
号
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前

の
附
則
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
貸
付
金
に
係
る
債
権
の
全
部
又
は
一
部
を
出
資
す
る
こ
と
。

附
則
第
五
条
第
五
項
中
「
業
務
及
び
」
を
「
業
務
並
び
に
」
に
、「
附
則
第
五
条
第
一
項
の
」
を
「
附
則
第
五
条
第

一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
の
」
に
改
め
る
。

附
則
中
第
十
一
条
を
第
十
三
条
と
し
、
第
七
条
か
ら
第
十
条
ま
で
を
二
条
ず
つ
繰
り
下
げ
る
。

附
則
第
六
条
第
一
項
中「（
機
構
法
第
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
建
設
勘
定
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同

じ
。）」
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」に
改
め
、

同
条
を
附
則
第
八
条
と
し
、
附
則
第
五
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。
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